
122　被　服

B 63 モフレまによ£メリヤス軋^c 洗̂ 騨

〔(社)日本家政学会

大阪市丸生着科掌　 ○西岡凛ﾆｊ　 弓削 卜冶

帝国垂犬ぬ た　　　 繩田丈了　 三米丿冲

目妁 近年、綿メリヤス製 品ヵ併 衣 など争雄 な用途に利 用されるよう にな＆にっ れ、型

ず､れなど、消費性能尺罵すふ苦 情ヵくよくlflかれるよ引s なってきた. 片こぜ、綿メリヤくずれなど．消費性能l's

ス製品のカタ的杜齢 詳細μ農討i 、質、向エに対i  てi つ。示疲t 与えるごとを^ 的と

( 八. 参EIは. モアレ^､を応用レ 応力場尺おけるメリヤス編@  のエ艶元変形状態を郵粁
l考齢を加えた。
方去 〔1〕一着なカバーファクタt 有する綿ノジヤ刈 り ＼張応力t 加え. (2〕メリヤス編^

が形威す ふ奪? と、麦知の格7 蜀隔(b) をふえたマスダーグレーティｙグとで、モフレ縞
を生成さぞバ 〕 れを蒙勧 彩.  困 モフレ縞萬隔(^) と断行角度(？)とを^ 叱､ ㈲次式
によ'Jメリヤス編g

^  一

と を求 め た。

でﾐﾑ巧；　　　
，　　

＆べ ）

結篆 〔1〕モアLﾝま/は り、試紳の仕光 の曹所のμn 隔 と耕行角友 を刺史寸 ることμ で

きた。iZ賦 軋j､の歪分布t 拡 幻 て表示 I 得 ふために、試料』ﾆ､o)參 鳶の互。鼻ｙ を詳細

/り馨勢ずることも可尨とな、た｡〔3)モアレ鳶､は編 耳の不均一祉、カバーファ クタ、編S 糾

行専の兼査用とI ても応罵できる七考えられる。園今後 さらμ、モアレ縞刺定装X の改良

測変精真 の向ム、コンビ*  -  ダ 腺 処理、X｡ 文元薦 祢等八ついて蔵討 することμよ 肌 メ
リヤス/に関寸る種 々の蔵 査、製ま片もｊ つ・ 示凌をふ えることが可能で゙あると思われる。

B 64 編紀 の伸 長玲 性乙被展 圧

共立す大家政　 〇大野亮　田†和 子　未ヽ')直亮

回的　 スト レッチ性繍他いﾄ ヽて一軸 ．ニ軸 に ゆ 洙 変:かｔし、洛変や 下でり力摩玲

性ﾋ 粕ﾀ. り卿 糾 明り ぺ す る。樹 反刄につ四 も挾釘 する，

ヌ汰　 鍼肘 に'おり 一ジ、，､ごワ一ネツレ ツ ―ウエヤ コ､`ム膜ｔ 用､ぺ ．一軸伸長'リ

シシtコンによるカ ヅト スり ツア汰で、ニ紬伸 長､lJニ軸伸表､眺験辨5I タTRON を用い拘東
一軸押長 とニ軸伸粂吠験 乞竹 つた．漸猿変朽


